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ＰＲＩＮＴ画面（ＱＳＬカード印刷） QSLprint.TXT

基本は、①から順に⑦までを実施していきます。
① 印刷する用紙を裏面白紙、フリーフォーマット、ＳＷＬ等から選択
② データを抽出（メイン画面ですでに抽出済の場合は省略可能）
③ カードの並びを設定します。
④ 印刷したい範囲を指定できます。
⑤ 印刷（メイン画面の現カレントレコード印刷の場合は②～④の実施は不要）
⑥ ＱＳＬ送付欄に書き込む記号を設定します。（T、J、D、P、G 等自由に設定）
⑦ ⑥の設定記号を書き込み

注意 ③のソート後は、「QSLprint.TXT」を基に印刷します。
個々の説明はツールチップをご覧になってください。

マニアル最終修正日：２０１９／１２／２８

① 印刷内容選択
・ 必須です。

② データ抽出
・ メイン画面で抽出
・ 未発行抽出
・ 日付で抽出
・ コールサインで抽出
・ プリフィックスで抽出
・ マネージャで抽出

※ 未発行「スペース」を自動
抽出する場合、日付検索を
実施する場合はＤＸ、ＪＡを
選択できます

いつから
メイン画面のカレントの日付が
クリックで入力されます。
いつまで
メイン画面のカレントの日付が
クリックで入力されます。
未記入の場合は「9999」年が入力
されます。
日付入力方法
（メイン画面で開始する曲を選択
後にいつまでのテキストをクリック
し、最終印刷の局をクリックした
後、いつまでをクリックして日付
検索ボタンをクリックします。）

各オプションを事前に設定してから実施してください。

③ ソート
・ 初回の抽出後は、「 QSLprint.TXT 」により印刷しますので、その後は②～③は実施しません。
・ 「 QSLprint.TXT 」作成後は「Cardno」に基づき印刷します。
④ 範囲指定
・ 印刷ミスや途中で中断した場合に設定します。最終位置のカードを指定しない場合は9999でＯＫです。

⑤ 印刷
・ 範囲指定した範囲のカードを印刷します。
⑥ 書換文字
・ 適宜な文字を使用できます。
⑦ 発行済処理
・ 「③ソート」を実施後は適宜処理可能ですが、完全に終了するまでは②～③は実施しないで「QSLprint.TXT 」は削除や変更をしないでください。



ＰＲＩＮＴ画面（裏面白紙印刷オプション）
印刷位置調整テキストボックス（黄色）
半角の整数(ミリ単位)で記入
全体を上下左右に変化させる場合は全体マージを調整要
※ 全体位置を調整後に個別の調整を実施
※ 個別の項目を左右に移動させるにはそれぞれの項目にデータを入力
※ 「-」は記入可ですが、「.」小数点は記入不可

・登録ボタン
変更時に登録ボタンを押すと環境設定に登録され
次回からはその設定が反映

・移動地印刷
０以外の調整数値を入力した場合は、業務日誌の
移動地（相手、自局）に文字が有ればその内容が
印刷

・改行を含めてそのままのイメージで印刷
ここに記載した内容がそのまま印刷されますので移動地を
印刷する設定とした場合は改行に注意

状況によっては移動地と重複して印刷される場合有
その場合はここを変更するか移動地の印刷位置の調整を
行う

・裏面白紙印刷例
相手のコールサインが６文字を
超える場合はＪＡＲＬ枠に入りき
らないため文字がつめて印刷
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ＰＲＩＮＴ画面（フリースタイル設定画面）

★ 設定方法 ： 各ボタン等のＨＥＬＰを確認しながら設定し、その内容を登録

・印刷設定項目（黄色のテキストボックスが「0」以外の場合は印刷項目として判定）
・黄色のテキストボックス カードの左からの位置をミリ単位で記載
・空色のテキストボックス カードの上からの位置をミリ単位で記載

・ピンク色のテキストボックス カードのフォントを記載
※設定は整数、およびマイナス記号で、小数点の使用不可

基
本
部
分

・テータベース連動部分
登録データベースより読み
出され指定の回数分がデ
ータ欄に印刷されます。

・画像印刷
登録している画像をカード
に印刷します。

左→、上↓、からの位置
に横幅、縦幅の大きさの
画像を印刷します。

・固定データ印刷設定
設定位置へ白色のテキスト
内容の文字が印刷

・罫線印刷設定
四角形 左上位置から幅と高さの設定値により罫線が印刷
直線 左上位置から右下の位置まで直線印刷（縦・横・斜めの直線）

・日付分割位置印刷設定
個々を設定する場合はデータベース連動部゛分を
印刷しない設定「ゼロ」にする

・ｄａｔａ END印刷
カードの左から印刷する位置をミリ単位で設定する
プリンターにより２ミリ前後の違いがありますので
適宜修正要
注意
ここが「0」以外の場合はこの数値が優先され印刷
対象項目として印刷実施

・保存ファイル名選択
設定内容をファイル名を
指定して登録、読出し
「QSLFORM1.TXT」で保存し
た内容が次回起動時に
読込

・設定内容登録
内容を登録

・設定内容読込
設定内容を読込

・ＪＡＲＬ枠等印刷
JARLの赤枠を印刷

・複数行印刷
１枚のカードに印刷する
データを設定
最大１６行まで設定可
フリーのカードはこの数字
まで1枚のカードにデータ
が印刷されます。

「左位置（黄色）」の数値が「0」の項目は印刷しません。
ミリ単位は整数のみ使用可（小数点使用不可）

Via印刷：マネージャ欄

に登録が有る場合に
印刷
（標準２５前後）

★ いずれか選択使用

ミニ等の特殊カードはＤＢ連動を使用してＪＡＲＬ宛て等
印刷は「0」で使用します。
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ＰＲＩＮＴ画面（宛名印刷画面 ①から⑥の順に設定してください。

・ワーク欄取込
ワーク欄からコールサインを取込み

・ＤＢ取込
カレントレコードからコールサインを取込

・コールサイン、マネージャで検索
ネットワークからそれぞれの内容で検索しその内容を書込
（封筒の大きさに合わせて25文字前後で適宜改行を入力）

・自局ＱＴＨ
設定後は必ず「③位置情報登録」ボタンで登録
環境設定に登録されます。
環境設定での直接修正は改行記号が登録されないため不可

注意
この設定内容に基づきカードの住所欄に印刷
また、移動地印刷を行う場合は注意が必要
（２ページ目の印刷イメージのカード及び説明を参考）

④ 発送用封筒印刷
送付用の封筒を印刷

⑥ 返信用封筒印刷
返信用の封筒を印刷

⑤ 送信者の住所を印刷停止
返信用封筒で相手の住所を印刷したくない場合にチェックを入力
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ＰＲＩＮＴ画面（ＳＷＬ印刷画面）
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サンプル印刷例

裏面白紙印刷：定型印刷
（比較的簡単に使用できますが、オプションはあまりありません）

フリーフォーマット印刷
（いろいろな印刷が出来、オプションも豊富）

QSLFORM_ONOUE_5.TXT での印刷

次のページに設定例があります。
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サンプル印刷設定例

画像ファイルを同一フォルダーに入れておく必要があります。
次のページに画像を含むサンプルが有ります。

「0」以外は印刷します。

四角形

縦線

横線

印刷なし
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注意事項：データ（印刷文字）内に［：］コロンの使用は不可
（テキスト保存時のデータ間の区切り記号として使用しています。）

［;］セミコロンはＯＫ



画像印刷設定例サンプル 相手局名は削除しています。

次のページにこのカードの設定例が有ります。

前ページフォーマットでの印刷例
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画像サンプル印刷設定例

作成されたＯＭの好意でサンプル画像「ootani.jpg」とフリースタイル「QSLFORM8.TXT」を
「KANKEI.zip」に添付しています。

「ＱＳＬＦＯＲＭは使用する局がいれば使ってもらって下さい。尚、カードのサイズは、通常
はがきで作成してます。幅、高さは元の画像サイズ（例 ８００ｘ６００）によって変わりますので

注意が必要です。」とのコメントをいただいています。（ＪＡ５ＱＪＤ ＯＭ ＴＫＳサンプル提供）
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事前準備

マネージャチェック

１ ＮＷからマネージャファイル更新（通常は自動更新）
これを実施して最新のマネージャファイルに更新してください。

２ 登録業務日誌のマネージャチェック
実際に登録済の業務日誌のマネージャに更新されます。
不明なマネージャ「?」表示部分を取り込むかどうかを実施時に判断して取り込んでください。
？＝テルネットに登録されているが、ＱＲＺ等で確認されなかったデータです。

自己責任でお願いしま
す

マネージャについては極
力正しいものとなるよう
にチェックしていますが
チェックにも限界があり
ます。

「？」分を取り込んだり取
り込まない等を判断して
取り込んでください。

また、ダイレクト送信や
重要となるカードについ
ては、各自でチェックをし
てください。 10



発行するカードの抽出例

日付と組み合わせた未発行のカード
のみを抽出

右の様にいつから：いつまでを指定して「発行済
等を除く」にチェックを入れて日付指定で抽出し
ます。
※ＬＯＴＷのヒットを一定期間待ったのちにヒット
しないもののみを発行したい場合に有効です。

メインのカレントの日付取込

ボタンクリックでメインのカレントディレクト
リーの日時を取り込みます。

カレンダーからの日付取込

日付右の ボタンクリックでカレンダーが表示
されます。

分割印刷
※ 印刷枚数が多い場合等に分割して発行でき
ます。
また、中断を行った場合でも「QSLprint.TXT」
が残っていればいつでもそのカードページを
指定で後日にでも継続印刷ができます。
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カレンダー表示
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印刷に失敗しないためのチェック
「QSLprint.TXT」をチェックしてください。
移動地が記載されていない限り 「１１３バイトとなります。」
次に例を表示しておきます。（データは説明用に作成しています。また、特殊なエディターでない場合は、改行や記号は判別できません。）

⇐ エラー発生により印刷が停止します。

桁ずれが発見されたら印刷前に修正
正常な部分とそれぞれの項目が一致するように修正してください。
本来は、業務日誌を完全に修正してから再度「QSLprint.TXT 」を作成すればよいのですが、印刷に限ってはこのテキストを修
正するのみでＯＫです。
次は修正例

日本語について「移動地」以外は、使用しないでください。



よくある質問

印刷画面に入るときに「ＱＳＬソート」欄がメインに表示されますが、データが何も入っていません。

この欄は印刷画面の中で「③昇順・降順ソート」を実施するとビューロー送付ＯＫ、マネージャの有無による送付先な
どをチェックして書き込みます。
ソート実施後に一度確認されることをお勧めします。
確認を行い変更した場合は再度ソートボタンにてソートをやり直してください。
このソートを実施の都度「QSLprint.TXT 」が作成されます。
一旦印刷を開始後は②データ抽出等の変更はしないでください。

昇順・降順「ソート未実施で印刷」を行うとどのようになりますか。
「③昇順・降順ソート」を行わない限りマネージャがあっても「宛先が未処理」となり「QSLprint.TXT」が作成されず、処
理が不可となります。
また古い「QSLprint.TXT」が残っていると古いデータにより印刷が開始されます。

印刷開始後に「②抽出、③ソート」を行うとどの様になりますか。
「QSLprint.TXT」が変更されるので新規に作成された内容で印刷され問題が残る可能性が有ります。

ＱＳＬソートの１文字目に「スペース」、「－（ハイフォン）」があります。
１文字目はビューローＯＫ（スペース）とビュー送付不可（ハイフォン）の区分け用ソート記号です。
このファイルにより、「QSLprint.TXT」が作成され、 「QSLprint.TXT」により印刷されるので実際に印刷されるのは２文字
目からです。
ビュー送付不可（ハイフォン）についてはビューローへ送らないでください。

印刷開始後に「メイン画面での作業」は使用できますか。
「QSLprint.TXT」が作成された後では「QSLprint.TXT」に基づき印刷されますのでメイン画面で検索や登録が可能です。
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よくある質問

日付と未発行を組み合わせたい。
ＬＯＴＷ等のヒットを待って一定の日付を経過したい場合があります。
抽出法
・ いつまでに最終取込日を記入（右図は「2019/02/26」迄の例）
・ 発送済等を除くにチェック（スペース以外は除かれます）
・ 日付指定抽出ボタンクリック


